


２ この構想を出した理由は？ 

  佐賀県は、施設の老朽化対策や耐震対策で、

「H28.4.1 までに耐震化を終了させる」ことを目標に

し、総合庁舎の移転を検討しています。法務局や保

健所、教育事務所が市外に移転しており、現地機関

として重要な役割を果たしている「総合庁舎の市外

移転を防ぐ」というのが本構想の根底にあります。 

 

３ 総合庁舎を市内に残すためにどうするの？ 

もともと、本市防災機能の充実を図る必要性もあ

ったことから、公的施設が集積している市役所周辺

に、新たに「防災センター（新世紀センター）」建設

を計画しています。 

避難所としてはもちろん、この施設に県機関が入

り、鹿島市消防団本部や市役所の関係部署も同じ施

設に入ることで、防災・防疫機能の充実、県と市と

の連携強化、公的施設の集約などを実現しようとい

うものです。 

４ 「鹿島警察署」はどうなるの？ 

市外には移転しません。 

国道 207 号バイパス沿い(中村地区) に、新「鹿島

警察署」が建設される計画です。 

(H28 完成予定。工事期間：H26～27) 

 

５ 市の施設はどうなるの？  

福祉会館にある施設や、市民の皆さまから常設の

要望がある「子育てひろば」を、次の 6 の理由から

中心市街地に配置したいと考えています。 

 

６ 公的施設を中心市街地に配置する効果は？ 

中心市街地にある商業施設の空きスペースを活用

し、行政・福祉・子育て支援・商業など、都市の維

持のために特に必要な機能を集約させ、子どもから

高齢者の方まであらゆる年齢層の方が施設を利用す

ることにより、中心市街地の活性化、交流人口の拡

大が期待されます。 

さらに、市街地と連結する JR 肥前鹿島駅周辺を整

備することで、その効果をさらに高めます。 

 

７ 中心市街地活性化計画はいつからあるの？ 

中心市街地の活性化については、平成 11 年 3 月、

中心市街地における基本整備方針を示した「鹿島市

中心市街地活性化基本計画」を策定しています。 

しかし、国の三位一体改革等による地方交付税等

の削減により、鹿島市の財政状況も厳しさを増して

いたので、生涯学習センター「エイブル」建設以降、

新たな投資は極力抑えてきました。 

行財政改革により財政状況が好転したことや、国

の補助制度の新設もあり、「中心市街地活性化に再度

取り組もう。賑わいを取り戻そう」という趣旨から、

「鹿島ニューディール構想」を策定し、「市長と語る

会」等で考えを示しました。 

 

 

８ 公的施設を移転して中心市街地活性化と言

うけど、移転先が 何で「ピオ」なの？ 

福祉会館施設移転先について、「ピオ」を含め中心

市街地の複数の既存施設を比較検討しました。 

その結果、商業施設「ピオ」の空スペースの活用

とした理由は、①広いフロア、②駐車場の確保、③

周辺の医療機関や商店街と連携があるからです。 

特に、広いフロアは魅力で、あらゆる年代の方や

「子育てひろば」など市外からも来てくつろげるコ

ミュニティスペースが十分にありますし、いろんな

施設を集中して効率よく配置できます。また、医療

機関やバス停等も近接していますので、待ち時間等

にも利用いただけます。 

このように、これまでランドマークの役割をも果

たしてきた「ピオ」に公的施設を配置することは、

中心市街地の活性化や交流人口の拡大につながるも

のと考えています。 
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・JR 肥前鹿島駅、バスセンタ

ー等の公共交通機関 

・医療機関、銀行、郵便局 

・スカイロード、さくら通り、

既存の中心商店街 

など 

社会福祉協議会、鹿島公民館、 

すこやか教室など 

上記の施設が集積している

中心市街地に、福祉や子育

てひろばなどの施設を配置

し、歩いて暮らせるまちづ

くりを目指します。 

「子育てひろば」の常設 

子どもから高齢者の方まであらゆる年齢層の方の

居場所づくり・賑わいの創出 

鹿島シビックセンター再整備構想（公的施設の再整備・再配置）のイメージ図 




